


































































































































































　年代は 歳代１名（ ％）、 歳代 名（ ％）、
歳代 名（ ％）、 歳代 名（ ％）、 歳
代１名（ ％）、無記述１名（ ％）、性別は男性




が最も多く 名（ ％）、 年以上が 名（ ％）、










名（ ％）、ついで日勤のみが 名（ ％）、

















































名（ ％）、『自分の根気』 名（ ％）、『家
庭との両立』 名（ ％）、『健康や体力』 名






たのは 歳と 歳代の学生であり、合わせて 名
（ ％）が「やや不安」「不安」と回答していた。
次いで 歳代 名（ ％）、続いて 歳代が 名
（ ％）、 歳代１名（ ％）であった。『学習時
間の確保』では 歳代が 名（ ％）、２番目が
歳代で 名（ ％）、続いて 歳代が 名
（ ％）、 歳代が１名（ ％）で、 歳代は０
名（ ％）だった。『学習内容の理解』では、 歳
代の割合が最も高く 名（ ％）、次に 歳代が
名（ ％）、 歳代が 名（ ％）、 歳代で
は１名（ ％）、 歳代１名（ ％）であった。『仕
事との両立』では 歳代の割合が最も高く 名
（ ％）、次が 歳代で 名（ ％）、続いて
歳代が 名（ ％）で、 歳代１名（ ％）、
歳代１名（ ％）であった。『自分の根気』で「不
安」「やや不安」の割合が最も高かったのは 歳代
名（ ％）、続いて 歳代 名（ ％）、 歳
代 名（ ％）、 歳代１名（ ％）、 歳代は
０名（ ％）であった。『家庭との両立』では 歳
代が最も高く 名（ ％）、２番目は 歳代９名
（ ％）、 歳代 名（ ％）で、 歳代と
歳代は０名（ ％）であった。『健康や体力』では
歳代が最も高く 名（ ％）、次が 歳代 名
（ ％）、 歳代 名（ ％）、 歳代１名
（ ％）、 歳代は０名（ ％）であった。『経済
的状況』では 歳代が 名（ ％）、 歳代７名
（ ％）、 歳代 名（ ％）で、 歳代と 歳
代は０名（ ％）であった。『大学の人間関係』では、
歳代が８名（ ％）で最も高く、 歳代 名






















レポート作成 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）
学習時間の確保 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）
学習内容の理解 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）
仕事との両立 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）
自分の根気 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）
家庭との両立 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）
健康や体力 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）
経済的状況 （ ） （ ） （ ） （ ） （ ）































































歳代（ ＝ ） （ ％） （ ％） （ ％）
歳代（ ＝ ） （ ％） （ ％） （ ％）
歳代（ ＝ ） （ ％） （ ％） （ ％）
歳代（ ＝ ） （ ％） （ ％） （ ％）
歳代（ ＝ ） （ ％） （ ％） （ ％）




















































　続く『家庭との両立』は 歳代が 名（ ％）











　次の『健康や体力』では 歳代 名（ ％）、
歳代 名（ ％）と不安は比較的低く大きな差



















人間関係』では、 歳代が 名（ ％）、 歳代
が 名（ ％）であるのにたいして、 歳代は８
名（ ％）と ％以上高かったのは、他の若い世
代とうまくやっていけるか等のジェネレーション
ギャップによるものではないかと思われた。
２．入学前の不安からみた年代別特性
　 歳代の「やや不安」「不安」の割合は『レポー
ト作成』が最も高く、次が『学習時間の確保』、そ
の次が『仕事との両立』、『学習内容の理解』、『自分
の根気』と続いている。このことから 歳代の特性
として『学習時間の確保』に関する不安が他の項目
よりも高いことが解った。
　 歳代では『レポートの作成』の次に『学習内容
の理解』に関する不安の割合が高く、次に『学習時
間の確保』、続いて『自分の根気』『仕事との両立』『家
庭との両立』が並んでいる。このことから『学習内
容の理解』についての不安が高い特性が窺えた。
　 歳代では、『レポート作成』が最も高く、その
次が『仕事との両立』『学習内容の理解』『学習時間
の確保』『自分の根気』『健康や体力』『家庭との両
立『大学での人間関係』『経済的状況』と近差で続
いている。中でも『仕事との両立』に関する不安が
他の年代より高いことが解った。
Ⅵ．結語
　日々の通信制課程での教育活動ではともすれば「学
生」をひとくくりで捉えがちになるが、本調査から
入学前の不安からその年代別の特性を知ることが出
来た。
　成人学習理論の提唱者である は ）「成
人の過去の経験は、学習のための資源である」「成
人は自立した学習者である」「成人の学習の準備性は、
人生における発達段階に応じて生じてくる」「成人
の学びは、課題や問題に基づいて導かれる」と記し
ている。成人期にある学生の持つ入学前の不安の特
性を踏まえ、学生の過去の経験を活かし、自立性を
尊重した適切な学習課題を提供することが重要と認
識した。
　本調査では入学前不安と年代別特性の把握にとど
まっているが、入学後、学習に関する不安や教育課
題が変化していくと予測されることから継続的に調
査し、効果的な教育支援につなげていくことが求め
られる。
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